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せ
る
は
三
使
の
無
念
な
ら
--Aて
流
罪
せ
ら
れ
北
れ
ば
な
t
り
け
れ
ど
唱
そ
は
他
日
に
議
1hr
今
は
姑
く
鼓
仁
傘
を
撒
く
乙

宗
氏
設
仁
於
て
か
信
伎
の
免
に
気
の
毒
に
思
ぴ
之
が
な
め
と
、
す
べ
し
。

大
仁
努
ひ
る
所
あ
t

り
た
れ
ど
も
幕
府
に
て
は
守
王
の
字
は
一
終
に
臨
ん
で
本
支
起
草
の
た
め
仁
多
大
の
便
宜
を
輿
ヘ

高
説
v
n
m包
十
一
向
に
は
白
レ
古
不
レ
書
品
、
す
間
麗
は
日
本
よ
f

り
見
一
ら
れ
セ
る
問
中
、
紳
戸
、
岡
部
の
三
数
授
に
劃
し
て
は
深

れ
ば
戎
闘
な
ん
日
本
の
王
と
高
麗
の
玉
、
と
書
の
往
復
は
無
一
く
戚
謝
す
る
所
な
640(
完
)

之
品
、
金
(
上
前
年
の
党
長
老
の
書
館
港
北
日
を
思
考
し
て
被
一

製
食
る
な
れ
ば
今
以
て
王
の
字
有
問
敷
七
と
て
許
き
れ
な
一

'
り
し
か
ば
滋
仁
叉
最
後
の
手
段
之
し
て
図
書
の
改
践
を
企
一

つ
る
仁
室
れ
6
0

一

十
月
三
使
京
を
務
し
て
蹴
る
。
七
年
辛
晋
幕
府
宗
義
成
一

の

gm讃
岐
守
相
官
麟
を
朝
鮮
に
遣
'
り
之
主
合
ふ
、
執
政
弘
一

亦
書
を
致
し
て
物
若
干
を
共
有
司
に
贈
る
。
爾
来
持
軍
ー
新

に
織
を
襲
ふ
皮
毎
に
彼
伎
を
遣
し
て
之
を
-
賀
す
る
を
恒
例

と
ナ
、
然
る
に
・
変
化
二
年
幕
府
用
度
多
端
の
故
を
以
て
聴

伎
の
内
地
に
入
る
を
停
め
夏
仁
使
合
遺
し
て
野
鳥
仁
て
其

例
を
受
け
し
め

t
iり0

以
上
は
嶋
田
芯
徳
川
初
期
に
於
け
る

朝
鮮
Iι
我
闘
と
の
関
係
な
r
り
。
査
し
三
代
以
後
の
日
韓
関

係
に
於
て
は
女
奨
の
乱
に
つ
を
朝
鮮
へ
援
兵
の
議
、
朝
鮮

信
伎
の
日
光
山
奔
廟
、
，
柳
川
騒
動
等
種
々
論
歩
べ
き
鮎
多

)トりも
d

る
べ
か
ら
や
ノ
、
今
此
の
規
定
に
基
を
所
得
税
を
賦
課
税
文
ら
し
め
ん
と
な
す
広
一
外
な
ら
、
ヂ
と
論
ヂ
る
唱
亦
故
な

す
る
時
は
同
数
の
人
口
を
有
ず
る
こ
州
に
於
て
、
一
方
の
さ
に
非
ら
も
d

る
な
ら
。

宮
が
他
方
の
官
の
五
倍
に
脅
る
場
令
綜
各
州
に
於
け
る
同
一
然
れ
ど
が
も
今
同
改
五
案
以
課
税
目
的
物
の
援
更
を
目
的
と

額

ω官
を
有
す
る
者
の
負
権
額
の
問
に
五
一
倍
の
差
十
一
生
や
ノ
一
せ
・
下
車
仁
課
税
方
法
の
修
正
を
主
眼
と
せ
る
も
の
な
る
が

ふ
に
至
ら
ん
、
従
て
此
の
如
き
不
口
公
平
を
生
、
ポ
ノ
る
以
上
は
一
日
放
仁
俄
令
一
園
舎
に
涜
接
の
課
税
様
を
附
興
す
る
唱
此
れ
が

直
接
税
と
し
〈
所
得
税
ハ
U

賦
課
を
行
ふ
事
能
は
み
夕
、
強
て
一
矯
め
蚕
港
会
衆
閥
政
府
叉
は
州
市
政
府
の
課
税
棋
の
限
界

此
れ
や
一
港
行
ん
と
せ
ば
間
接
税
と
な
す
勺
叉
は
溜
賦
の
一
を
佼
す
事
な
し
、
合
衆
図
政
府
は
憲
法
の
定
ひ
る
慮
に
従

形
式
に
依
ら
歩
し
て
賦
課
せ
合
る
べ
か
ら
ポ
ノ
、
改
定
徐
案
は
歩
し
て
狼
ち
に
課
税
構
の
範
囲
外
に
属
す
る
州
政
府
叉

が
園
舎
に
直
接
の
課
税
椴
を
輿
へ
ん
と
す
る
を
以
て
直
に
は
市
政
府
の
恐
債
よ
ら
生
一
一
V
J

る
所
得
に
宅
賦
課
徴
牧
の
擢

憲
法
改
正
な
f

り
と
論
ポ
る
者
あ
る
は
敢
へ
て
怪
し
り
に
足
利
を

A

取
得
す
る
の
澗
仁
あ
ら
歩
、
綴
i
J
仁
今
同
の
改
正
案

p
り
合
る
な
ら
、
加
之
、
所
得
税
が
憲
法
制
定
嘗
時
に
於
て
が
斯
る
目
的
物
仁
針
し
て
母
国
舎
の
課
税
継
を
認
ひ
る
も

は
間
接
税
と
し
て
認
め
ら
れ
な
る
に
目
υ
拘
ら
ヂ
業
後
高
等
の
と
せ
ば
、
合
衆
凶
政
庇
は
所
得
じ
課
税
し
得
る
も
此
の

法
院
は
源
泉
の
如
何
に
基
を
直
接
税
関
接
税
及
其
他
の
三
所
得
を
生
歩
べ
を
州
政
府
叉
綜
市
政
府
の
る
債
其
告
の
じ

種
に
区
別
し
社
る
が
故
仁
徴
集
の
方
法
に
於
て
も
秘
賦
す
課
税
す
る
事
能
は
も
d

る
に
歪
ら
ん
、
従
〈
一
は
憲
法
の
精

ペ
を
唱
の
v
ζ

否
ら
含
る
も
の
と
に
別
れ
今
岡
の
改
正
案
に
別
に
反
し
他
の
一
は
賀
際
上
の
矛
盾
を
生
中
/
パ
き
宮
以
て

於
て
は
此
等
の
匹
別
を
も
除
去
し
旦
源
泉
の
如
何
に
論
な
改
正
案
の
主
意
は
患
に
課
税
方
法
の
修
正
に
あ
ん
と
一
五
は

く
必
然
的
に
配
賦
す
べ
か
ら
含
る
性
質
の
も
の
は
勿
論
其
ぎ
る
刊
ー
か
ら
や

J

の
他
の

J

も
の
と
雌
も
皆
配
賦
に
捺
〆
り
示
し
て
課
税
す
る
事
二

を
得
せ
し
は
似
憲
法
上
の
制
限
MH-
無
税
し
て
所
得
税
を
直
接
由
来
有
償
謹
券
の
債
格
は
担
税
負
擦
の
有
鉱
山
並
N
R
携
額

絡 雑

録

108 109 

銭

生

ニ一一一
λ

米
関
所
得
税
法
改
正
問
題

士口

続
育
州
知
事
ヒ
ユ
ー
ス
氏
は
A
1同
の
所
得
税
法
改
正
案
を
以
て
、
従
来
合

衆
関
惑
訟
K
定
h

山
花
る
謀
総
絡
め
制
慨
を
徹
去
L
、
所
得
は
其
源
泉
の
如

何
に
閥
せ
ず
来
何
等
の
調
査
及
舵
賦
の
形
式
K
擦
ち
ず
、
図
曾
を

L
て
直

接
忙
之
れ
を
徴
牧
せ

L
め
ん
と
企
て
た
る
告
の
な
り
と
せ
り
、
セ
リ
グ
マ

y
氏
時
比
の
説
虻
鈴

L
て
評
論
を
試
み
此
の
間
題
に
闘
L
]
の
解
絡
を
下

せ
り
'
〈
可
。
戸
R
o
p
H
m口円。ロ
c
o
ρ
-
5
ユo己
主
ぐ
。
f
M
M
J
1
W
M
4
0
・
P
山
口
H
H
a
J
H
m
v
H
0

・

2

Y

H
心

ω
E
M
g
〉
左
に
抄
議
す
る
一
助
の
唱
の
邸
ち
是
な
り

本す

良

";.l 

1 
I 

1:、

;.  I 

t;! 

A

汀
衆
闘
憲
法
の
命
本
J

る
鹿
に
依
れ
ば
人
頭
税
及
其
他
の

直
接
税
ほ
一
定
の
調
査
仁
準
擦
す
る
に
非
れ
ば
課
税
す
る

事
を
得
歩
、
叉
各
州
の
人
口
仁
従
び
配
賦
税
の
形
式
を
採

ニ一一一九



二
回
O

の
r

如
何
に
依
よ
り
一
定
の
法
則
仁
従
て
綿
製
動
ず
る
は
柑
他
殺
還
分
の
一
に
逃
ぎ
も

doし
事
あ
t
り
、
叉
マ
吋
ノ
サ
チ
ユ
セ
ゲ
ツ

一
万
設
の
説
明
す
る
廃
に
じ
て
、
今
仮
・
ム
ツ
に
金
利
四
分
の
場
州
に
於
て
一
九
O
八
年
五
月
一
日
以
降
市
債
の
課
枕
を
覚

合
に
額
一
闘
を
以
て
資
質
せ
ら
ゐ
、
凶
分
利
附
会
債
あ
J

り
と
一
-
除
し
化
る
結
果
、
銃
殺
の
ボ
ス
ト
ン
一
一
一
分
五
刷
出
利
附
市
債

し
此
の
恐
債
の
み
に
一
一
分
の
地
方
財
産
税
を
賦
課
す
る
時
一
は
一
九
一

0
年
同
州
仁
一
於
て
三
分
八
煙
去
と
良
行
を
た
る

は
そ
の
債
格
は
二
分
の
一
仁
低
落
す
べ
〈
、
叉
此
の
反
封
一
に
新
市
償
却
税
税
菟
除
市
街
は
三
一
分
四
一
腿
牽
仁
過
ぎ
か
す
り

に
他
の
財
産
拡
仰
れ
が
も
二
分
の
租
税
を
負
携
す
る
に
宅
拘
一
営
、
却
も
九
十
四
弗
七
十
六
仙
に
濁
し
百
O
一
鴻
八
十
三

ら
安
、
此
の
一
公
債
の
み
之
れ
を
宛
除
せ
ら
れ
北
る
持
は
其
プ
仰
に
品
問
。
、
税
率
一
分
五
…
煤
強
に
劃
し
て
使
絡
は
レ
七
一
分
の

の
債
格
は
額
闘
の
二
倍
仁
暴
騰
す
べ
き
却
な
t
り
然
る
に
合
一
関
き
を
存
し
北
る
の
み
'
(
允
活
引
受
人
の
多
く
は
貯
菩
銀

衆
簡
に
於
て
政
資
際
上
他
の
積
々
な
る
事
情
に
文
配
せ
ら
一
行
文
t
り
し
に
活
基
図
ナ

)
3
れ
ぼ
人
官
衆
闘
仁
一
於
て
は
還
元

れ
特
別
課
税
の
場
合
並
一
般
課
税
中
の
特
別
免
除
の
場
令
一
説
が
完
会
に
行
は
れ
食
る
例
は
極
め
て
少
〈
且
市
場
廃
き

何
れ
に
於
て
ぷ
υ
此
の
如
を
歪
債
償
格
の
鑓
動
を
塁
せ
歩
、
一
一
公
債
叉
控
免
税
の
範
闘
大
な
る
日
公
債
に
於
て
殊
に
其
の
然

一
例
を
邸
?
?
れ
ば
嘗
て
統
育
州
は
イ
り
!
漣
何
様
張
費
支
了
。
を
見
る
、
是
れ
菟
枕
の
数
梨
を
泉
?
る
事
難
を
所
以
な

排
の
品
河
口
め
日
常
債
議
行
の
感
あ
る
に
先
も
利
率
を
三
分
に
限
一
'
'
り
而
し
て
州
政
府
或
は
市
政
府
の
日
公
債
は
一
般
財
産
税
の

定
し
セ
れ
ど
宅
、
食
後
行
の
牒
去
十
一
ん
市
場
沈
衰
の
潟
め
一
負
擦
を
兎
除
せ
ら
れ
文
る
を
以
て
現
今
に
て
は
二
割
五
分

特
仁
川
町
菩
一
銀
行
、
一
倍
詑
曾
枇
、
保
険
命
日
枇
仁
よ
I

り
て
文
梯
一
乃
至
三
割
の
所
得
税
生
負
携
せ
る
市
債
と
雄
港
之
れ
を
負

は
る
べ
き
利
率
一
分
の
増
加
を
許
可
せ
ら
れ
食
る
結
果
三
一
携
せ
合
ゐ
が
も
の
の
債
格
と
査
も
呉
る
虞
あ
ら
ヂ
故
仁
今
岡

分
利
附
日
公
債
及
問
分
利
附
一
公
債
の
務
行
を
見
る
に
至
t
り
し
(
の
改
正
案
仁
依
よ
ワ
州
政
府
或
は
市
政
府
の
一
公
僚
が
租
税
を

が
、
前
者
は
二
分
九
回
限
壷
、
後
者
は
三
分
間
短
五
毛
蚤
に
負
携
す
る
対
も
の
と
仮
定
す
る
唱
此
松
守
勢
債
債
格
じ
打
撃
を

寅
れ
行
き
雨
日
公
債
の
償
絡
の
差
は
僅
に
租
税
還
一
万
額
の
ニ
船
ふ
る
事
あ
ち
も
d

る
べ
し
況
ん
や
一
般
財
産
税
E
ζ

所
得
税

雑R

餓ー

110 

ー

111 

E'
・6
桁
同
時
る
の
み
な
ら
歩
其
の
影
響
す
る
庭
電
亦
同
b
か

ら
診
る
ぺ
を
仁
於
て
を
や
、
故J

仁
租
税
の
還
元
仁
よ
ιり
る

依
債
格
仁
…
箆
動
を
生
・
寸
断
ノ
る
以
特
別
租
税
の
賦
湖
臥
せ
ら
れ
従

る
場
合
仁
限
る
唱
の
仁
し
て
一
般
の
賦
課
叉
は
免
除
の
場

令
は
勿
論
特
種
の
菟
税
の
場
令
と
雌
宅
生
歩
る
事
な
し
、

今
同
の
改
正
案
が
源
泉
の
如
何
に
論
な
く
総
て
の
所
得
に

課
税
せ
ん
と
す
る
仁
あ
る
を
以
て
組
税
の
性
質
は
特
種
の

替
の
仁
非
山
中

J

し
て
一
般
的
の
替
の
な
L
リ
、
す
で
に
総
て
の

所
得
が
粗
枕
を
負
携
す
る
以
上
は
特
仁
会
債
償
梼
の
み
に

之
れ
が
彰
響
を
及
ず
の
鈴
地
あ
る
可
ら
'
歩
、
.
唯
市
場
利
率

ιの
比
較
上
税
率
古
川
を
仁
失

L
〈
外
岡
ヘ
向
け
資
本
の
統

出
を
促
す
場
合
を
除
を
〈
駄
目
的
円
借
其
他
の
有
償
讃
券
に
不

測
の
打
撃
十
が
し
加
ふ
る
事
な
が
ら
ん
、
況
し
て
此
の
改
正
仁

某
-
を
州
政
府
叉
は
市
政
府
の
課
税
'
織
を
伎
寸
替
の
仁
非
ち

もd
る
を
以
て
す
る
宅
此
等
の
政
府
の
n
公
債
依
将
仁
務
動
を

来
ず
事
な
か
る
べ
を
の
斑
な
ら
ヤ
ノ
や
)
叉
仮
ム
ザ
此
等
の
会

債
よ
ら
ず
る
所
得
に
菟
税
ず
る
を
以
て
此
等
政
府
の
利
益

払
と
す
る
号
令
衆
制
政
府
ほ
憲
法
の
定
む
る
彪
に
基
を
弧

て
斯
る
利
益
を
附
興
す
る
の
義
務
な
く
、
州
市
何
れ
の
政

雑

総

2 

府
も
亦
斯
る
利
益
仁
針
し
て
要
求
す
る
の
様
利
な
い
き
と
共

仁
不
利
盆
な
る
干
渉
を
受
く
る
の
義
務
な
し
、
加
ふ
る
仁

令
衆
闘
政
府
会
伎
綜
州
市
政
府
の
租
税
を
貨
携
し
な
が
ら

州
市
政
府
の
る
債
は
合
衆
阪
政
府
の
秘
税
を
覚
る
、
対
も
の

と
せ
ば
令
衆
閥
政
府
の
信
用
拡
著
し
く
阻
害
せ
ら
れ
て
起

債
力
を
減
b
一
公
債
償
絡
の
下
落
に
依

43、
る
債
所
有
者
仁

損
害
を
及
す
と
共
仁
州
市
政
府
民
官
僚
の
需
要
を
滑
し
て
結

局
閥
民
一
ト
続
税
の
風
を
数
ふ
る
仁
等
し
か
る
べ
し
、
一
妥
す

る
に
今
同
の
改
庄
案
K
於
て
は
決
し
て
州
市
何
れ
の
政
府

の
会
債
所
得
を
唱
目
的
と
な

3
合
る
は
経
済
上
の
見
地
よ

・
ち
す
る
も
白
明
の
現
在
t

り

山
町
一

覧
仁
政
治
的
見
地
よ
ろ
解
殺
を
下
す
時
は
合
衆
閥
政
府

が
州
政
府
の
H

公
債
叉
は
一
公
債
よ
ち
生
中

J

る
所
得
仁
課
税
す

る
場
合
と
州
政
府
が
令
衆
鎖
政
府
の
る
債
及
其
の
所
得
仁

課
税
す
る
場
令
と
は
岡
b
か
ら
す
雨
者
の
問
仁
は
劃
然
、
党

る
一
院
別
あ
F

り
て
、
一
を
以
て
他
を
律
す
べ
き
仁
あ
ら
歩
、
州

政
府
拡
州
の
利
害
仁
霊
ぎ
を
置
を
諸
絵
令
宏
制
定
し
得
れ

ど
落
、
之
れ
を
以
て
他
州
政
府
及
合
衆
国
政
、
府
宏
束
縛
す

二
四
一



雑

二

回

一

一

る
事
L
V
一
一
得
ポ
ノ
、
叉
閥
舎
は
各
州
の
代
表
者
を
以
て
組
織
せ
単
に
経
燐
的
理
由
ょ
ん
〆
令
衆
同
政
府
の
一
般
所
得
税
の
統

ら
る
、
が
故
に
国
曾
に
於
け
る
諸
法
令
は
各
州
の
賛
同
あ
一

-ph
許
し
得
る
の
み
な
ら
ヂ
、
政
治
的
理
由
仁
基
く
也
亦

っ
て
始
め
て
制
定
す
る
事
を
得
印
も
雨
者
は
其
の
地
歩
の
必
然
的
の
結
果
・
叱
る
を
疑
は
歩
、
必
目
て
高
等
法
況
が
一
八

確
不
確
を
異
に
す
る
者
と
云
ぺ
し
、
然
れ
ど
宅
設
仁
投
意
九
四
年
の
ポ
ロ
ツ
グ
事
件
(
ツ
ア
1
マ
I
λ

、ロ

i
y
、ァ

ナ
ベ
を
は
憲
絡
の
解
殺
な
'
夕
、
政
治
並
枇
舎
吠
態
の
幾
化
ン
ド
ト
ラ
ス
ト
、
ゴ
シ
パ
ュ
ー
は
市
伎
は
合
衆
閥
政
府
の

減
収
建
、
が
幾
多
の
閥
家
主
義
的
施
設
を
必
要
と
す
る
現
枇
脅
課
税
を
貨
携
せ
ヂ
と
し
セ
b
i
L
)

一
八
二
九
年
の
ウ
エ
ス

に
於
て
は
十
八
世
紀
に
於
け
る
憲
法
制
定
蛍
時
の
解
料
を
~
ト
Y

事
件
(
合
衆
岡
政
府
一
公
僚
は
州
政
府
の
課
税
を
負
携

、
維
持
す
る
能
は
歩
、
令
衆
閣
の
存
立
&
完
か
ら
し
め
ん
仁
一
せ
‘
?
と
決
し
た
1

り
)
之
を
協
同
し
光
る
の
観
あ
ら
た
れ
ど

は
磁
闘
な
る
中
央
集
権
の
関
家
的
援
動
仁
震
を
を
置
が
き
、
省
主
(
の
不
合
理
な
る
は
明
、
わ
な
ん
此
め
如
く
雨
政
府
の
叫
謀

る
べ
か
ら
夕
、
区
々
ヤ
…
る
個
人
主
義
的
思
想
よ
ら
生
ヂ
る
税
権
に
区
別
あ
る
を
以
て
此
れ
が
総
務
的
結
果
に
電
亦
呉

解
一
将
乙
そ
共
和
自
治
制
の
破
壊
者
な
ム
ソ
と
一
五
ふ
ぺ
し
、
十
る
底
あ

6
、
経
線
開
的
見
地
よ
ム
ツ
す
る
が
ち
合
衆
岡
政
府
の
課

九
世
犯
に
建
設
せ
ち
れ
柁
る
濁
港
、
加
奈
陀
、
南
斑
弗
利
加
税
継
は
最

g
強
大
な
ら
ぎ
る
べ
か
ら
み
少
故
仁
憲
法
共
の
他

等
の
諸
聯
邦
に
於
て
ほ
己
で
に
中
央
政
府
仁
統
一
様
L
Z
委
諸
絵
制
の
修
正
が
立
法
的
の
理
由
に
依
ム
ツ
て
の
み
成
立
す

ね
LK
れ
ど
も
聯
邦
の
維
持
じ
老
母
支
障
あ
る
事
な
し
、

3

る
場
合
I
ζ

縦
宅
此
れ
が
経
済
的
結
果
を
省
察
す
る
時
は
怠

れ
ば
高
等
法
院

e夙
に
此
の
理
に
基
雪
合
衆
閥
政
府
が
州
外
の
不
合
理
を
接
見
す
ぺ
し
。

立
銀
行
に
課
税
す
る
事
を
得
る
唱
州
政
府
は
ナ
ジ
ヨ
ナ
ル
此
れ
を
要
す
る
に
今
岡
の
改
玉
案
仁
一
瞬
し
て
専
ら
誤
解
せ

銀
行
紙
幣
及
合
衆
回
政
府
濁
占
業
に
課
税
せ
ん
と
す
る
場
ら
れ
北
る
勝
邦
的
概
念
に
基
き
A
V
衆
閣
の
存
立
を
危
険
な

令
仁
拡
関
舎
の
協
賛
を
総
会
』
る
べ
か
ら
み
y
t乙
命
b
北
る
は
る
方
向
に
導
く
が
如
き
設
は
以
上
論
ポ
ノ
る
庭
仁
従
ひ
立
法

主
品
開
な
る
解
縛
と
云
は
合
る
ぺ
が
ら
み
少
、
白
是
考
ふ
る
宅
政
治
上
殊
に
経
線
上
一
一
繊
の
債
値
な
く
寧
ろ
如
上
の
諸
結

に
海
港
を
占
領
す
る
の
許
可
を
乞
ぴ
セ
Joι
云
ぴ
会
ハ
ゴ
一

頁
)
一
八
四
八
年
に
俄
岡
ア
ル
ゼ
リ
ア
を
攻
撃
し
北

b
t

一
五
ぴ
〈
二
五
一
九
頁
)
一
天
放
の
大
紛
子
爵
唱
夙
に
非
馬
拷
孔

明
所
遺
品

ι論
性
ち
れ
柁
る
銅
鼓
に
就
て
支
那
の
待
識
家

紋
之
を
孔
明
が
孟
獲
征
伐
に
舟
ゐ
ー
な
陣
太
鼓
一
で
あ
る
2
鍛

竹

越

興

一

ニ

郎

一

氏

著

定

し

て

識

者

の

問

ー

に

は

異

論

が

な

い

之

(

一

一

七

回

一

良

)

云

南

闘

記

は

れ

れ

比

る

に

就

て

は

余

輩

は

却

て

異

論

ー

な

き

に

あ

ら

ポ

J
F
乙

本
年
L

中
学
期
に
出
で
捻
る
快
必
一
の
新
著
は
竹
越
氏
の
近
業
一
雄
毛
乙
れ
敢
て
本
舎
の
債
値
を
左
右
す
可
を
唱
の
に
あ
ら

勺
中
盤
幽
詑
じ
な
2
h
f

、
昨
夕
税
餐
後
之
を
抹
慨
を
初
め
し
が
、
内
一
一
歩
。
殖
民
政
策
に
関
す
る
竹
越
氏
の
識
見
は
卓
然
s
ζ

し
て

容
の
塑
宮
な
る
E
C
行
突
の
統
麗
と
に
紳

3
れ
て
も
思
は
歩
一
一
時
流
を
抜
き
、

ζ

の
艶
韓
政
策
に
論
及
す
る
の
控
殊
に
刻

知
ら
ヂ
二
時
間
百
賓
の
割
合
を
以
て
怒
も
に
し
て
議
過
二
下
の
時
弊
を
喝
破
し
て
能
く
そ
の
背
疫
に
営
れ
p
り0
7

ぞの

了
せ

J

り
。
思
ふ
に
と
の
積
の
書
は
何
人
仁
、
部
掛
義
援
き
る
可
一
他
賢
史
を
叙
し
風
俗
を
談
b
、
地
理
子
識
を
人
情
を
諾
'η

、

〈
、
そ
の
}
般
紳
士
の
議
書
趣
味
を
養
成
す
る
よ
に
於
て
、
一
会
編
有
議
の
女
字
充
満
す
と
一
五
ふ
宅
不
可
な
く
、
基
協
同
ド

著
者
の
怨
説
せ
や
c
s
b
し
程
多
大
の
影
響
を
生
ヂ
可
を
な
一
間
関
す
る
部
分
の
如
き
が
市
一
頗
ん
宮
諭
す
可
し
、
旦
異
域
防
怪
物

λjo

一
の
潟
異
は
幾
葉
と
忍
く
挿
入
せ
ち
れ
て
一
議
者
を
し
て
溜
摘
し

旋
東
人
そ
評
し
て
勺
M

仰
は
外
関
正
駿
っ
て
探
摘
が
」
受
け
北
…
〈
之
を
目
撃
ず
る
の
恕
あ
ら
し
む
。
商
問
視
一
度
出
ぜ
て

る
と
む
と
な
く
L

I

E
お
ぴ
、
(
二
一
お
頁
)
安
息
一
に
註
し
て
が
へ
.
日
本
番
亦
そ
の
外
装
内
容
仁
於
て
初
め
て
英
人
の
緩
行
詑

ν
ジ
又
河
な

62C訴
ぴ
(
六
O
頁
)

J

プ
少
ブ
ル
不
在
印
度
に
比
肩
し

ι

得
可
を
の
好
著
述
を
得
、
党
ん
と
一
五
ふ
、
可
し
。

の
り
レ
シ
八
ス
チ
ジ
グ
ド
具
申
し
て
マ
レ
1
牢
島
最
前
端
余
義
母
、
柳
か
東
邦
諸
閣
の
歴
史
を
研
究
せ
ん
之
ず
る
電

新

著

紹

介

一

一

哩

吋

銭

IlZ' 

ぜ a

f 
， 

よーリ論中町
y

れ
ば
改
一
企
業
の
骨
骨
堂
ず
べ
き
を
認
知
せ
ぎ
る
ぺ

か
ら
歩

新

著

批

評
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